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災
害
が
深
刻
化
し
、
自
衛
隊
員
や
消
防
隊
員
に
よ
る
救
助
の
コ
ス
ト
が
増
大
す
る
前
に
、
事
前
に
災
害
弱
者
の
避
難
を
支
援

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
自
ら
の
命
を
危
険
に
さ
ら
す
救
助
者
に
と
っ
て
も
よ
い
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
他
方
で
シ
ビ

リ
ア
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
観
点
か
ら
確
認
し
た
い
事
項
も
あ
る
の
で
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

防
衛
省
に
よ
れ
ば
、
災
害
に
よ
る
避
難
が
確
実
に
予
見
さ
れ
る
段
階
で
、
都
道
府
県
知
事
の
要
請
が
な
く
て
も
、
自
衛
隊

法
第
八
十
三
条
第
二
項
に
基
づ
き
、
自
衛
隊
の
自
主
的
判
断
で
派
遣
で
き
る
と
の
こ
と
だ
が
、
総
理
大
臣
な
い
し
は
関
係
大

臣
の
判
断
で
の
要
請
も
で
き
る
か
。 

二 

二
〇
一
九
年
八
月
十
五
日
の
台
風
十
号
襲
来
の
際
、
三
重
県
か
ら
の
要
請
が
な
い
段
階
で
、
台
風
上
陸
前
に
自
主
的
に
三

重
県
の
熊
野
庁
舎
に
三
十
名
を
派
遣
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
れ
は
自
衛
隊
の
統
合
幕
僚
長
の
判
断
に
よ
る
も
の
か
。
あ
る

い
は
誰
の
判
断
に
よ
る
も
の
か
。 

三 

な
ぜ
、
三
重
県
熊
野
庁
舎
だ
け
に
派
遣
し
た
の
か
。
判
断
の
基
準
や
根
拠
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た

い
。 
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四 

二
〇
一
九
年
十
月
十
三
日
の
深
夜
、
台
風
十
九
号
で
被
害
の
あ
っ
た
神
奈
川
県
山
北
町
に
お
い
て
、
県
知
事
か
ら
出
動
要

請
が
な
い
中
で
、
自
衛
隊
の
給
水
車
が
町
に
到
着
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
県
知
事
か
ら
の
要
請
が
な
か
っ
た
が
た
め
に
、

実
働
せ
ず
、
撤
退
し
た
と
い
う
事
例
が
発
生
し
た
。
現
場
の
状
況
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
こ
の
教
訓
を
生
か
す
べ
き

で
は
な
い
か
。 

五 

国
連
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
（
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
社
会
委
員
会
）
に
よ
れ
ば
、
国
際
的
に
は
、
災
害
は
「
Ｈ
ａ
ｚ
ａ
ｒ
ｄ
（
危

険
）
＋
Ｖ
ｕ
ｌ
ｎ
ｅ
ｒ
ａ
ｂ
ｉ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ
（
脆
弱
性
）
÷
Ｃ
ａ
ｐ
ａ
ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
（
対
応
能
力
）
」
と
定
義
さ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
だ
が
、
日
本
の
法
制
度
で
は
ど
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
か
。 

六 

国
会
図
書
館
の
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
い
て
は
、
総
理
大
臣
、
国
防
大
臣
及
び
法
務
大
臣
に
、
軍

隊
の
国
内
出
動
に
関
す
る
権
限
を
広
く
認
め
て
お
り
、
自
然
災
害
が
予
見
で
き
る
と
担
当
大
臣
が
十
分
納
得
し
た
時
は
、
地

方
政
府
か
ら
の
要
請
が
な
く
と
も
総
督
が
軍
隊
の
使
用
を
命
令
で
き
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
フ
ラ
ン
ス
で
は
内
務
省
が

災
害
対
処
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
軍
隊
組
織
の
一
部
と
し
て
常
設
さ
れ
て
い
る
「
民
間
安
全
訓
練
・
出
動
部

隊
」
は
内
務
大
臣
の
指
揮
下
に
あ
る
。
こ
の
二
か
国
に
お
け
る
判
断
基
準
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
、
ま
た
災
害
の
深

刻
さ
を
数
量
化
す
る
し
く
み
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
政
府
と
し
て
把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
も
し



 

３ 

 

把
握
し
て
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
在
外
公
館
を
通
じ
て
調
査
研
究
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。 

七 
災
害
が
深
刻
化
し
、
自
衛
隊
員
や
消
防
隊
員
に
よ
る
救
助
の
コ
ス
ト
（
経
費
の
ほ
か
、
救
助
者
の
精
神
的
、
身
体
的
リ
ス

ク
を
含
む
）
と
、
事
前
に
災
害
弱
者
の
避
難
を
支
援
す
る
コ
ス
ト
の
比
較
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。
行
っ
て
い
る
の
で
あ

れ
ば
、
そ
の
結
果
を
あ
き
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


